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萩ジオパーク推進協議会の公式ホームページが
新しくなります！

10⽉１⽇に萩ジオパーク推進協議会の公式ホームページがリニューアルします。
これまでのホームページは、事務局を置いている萩市の公式ホームページ内にサイトをお借りして
制作していましたが、萩ジオパークは阿武町・⼭⼝市、そして萩市の2市1町の取組みであることか
ら、今回、協議会で独⽴したサイトを⽴ち上げることとなりました。
皆さんにより⾒やすく分かりやすい情報発信を⽬指し、また、いち早く旬の情報、イベント情報を
ご紹介していきます。乞うご期待！

新しいホームページアドレスは

https://hagi-geopark.jp/

https://hagi-geopark.jp/


今年度はコロナ禍の影響であまり実施できていなかった講座や
学校対応の依頼を、徐々にいただくようになりました。
地元の学校や団体を中⼼として、美祢市⽴⻨川⼩学校
（9/2）、阿武町⾝体障害者福祉協議会（9/8）、美祢市⽴⼤⽥
⼩学校（9/17）、萩市⽴明倫⼩学校（9/17）、むつみ⼩学校
（9/25）、越ヶ浜⼩学校（9/25）、⼭⼝市⽴阿東中学校
（9/30）、また⻑崎県五島市の五島列島ジオパーク構想とは
Zoomで結んで⾏い（9/15）、9⽉だけで8件のご依頼をいただ
きました。
⼀緒に対応していただいたジオガイドの皆さんも、久々の対応
に気合⼗分でした。なかなか気軽にお出かけができない状況が
続く中で、これまで五感を使った体験にこだわってみんなで開
発してきた野外プログラムが、より⼀層意義のあるものになっ
たと感じています。
屋内での講演についても、視覚に障がいをお持ちの⽅でも理解
していただけるように実物を触っていただく⼯夫をしたり、県
外への出張はZoomを使った初めてのオンライン講演に切り替
えたりと、これまでにない⼿法を模索しています。それ以外に
も新しい⽣活様式のもとでの活動にはこれまで通りいかない難
しい点が多いですが、毎回知恵を絞って新しい⼿法にチャレン
ジしています。

出 前 講 座 、

続 々 実 施 中！

学校対応の町歩き
の下⾒の様⼦

10⽉以降も地元の学校を中⼼に続々とご依頼をいただいています。ど
んな状況でも活動の灯を絶やさぬよう、皆さんと共に試⾏錯誤を続け
ていこうと思っています。

笠⼭⼭頂で⽕⼝の中に⼊って地層を観
察している様⼦

講演の中でも五感で感じてもらう⼯夫

五島列島GP構想とつないで
オンラインでの講演の様⼦



令和元年度総会で決定した新たな推進体制の⼀つに「地域会議制」の導⼊というのがありました。
「地域のことは地域住⺠で考えよう！そして⾏動しよう！」というテーマのもと、地域の主体的か
つ⾃主的な特⾊ある活動を醸成し、ジオパーク活動を活発化させることを⽬的に萩ジオパーク地域
内を9つの地域（旧市町村単位と阿武町、旧阿東町）に細分化し、各地の地域会議を⾏う計画です。

8⽉10⽇に実施した、どこでもジオツアー＃03「萩ジオパー
ク・⼩さな⽕⼭体験隊」に続き、萩ジオツーリズム協会が主
体で⾏った今回のテーマは「⻑州藩主と知恵くらべ」。今年
登録5周年となった世界遺産の構成資産である「萩城下町」
は、400年以上前に⽑利⽒が築いた町。なぜ今も残るのか、
秘密に迫るツアーでした。
8⽉のツアー終了後から準備を始め、ミーティングや現地確
認、リハーサルを重ね、本番を迎えました。萩テレビの取材
も⼊り、スタジオの⽅もうまく繋がらない⼈への対応と、
ちょっとしたトラブルを抱え、緊張の中でスタート。晴天の
下、ガイド・カメラさんともに徐々に慣れていき、お客様か
らの質問への対応もスムーズに進んでいきました。
萩観光の定番コースである城下町・菊屋横町ですが、画⾯を
通して、地球⽬線で眺めると違った発⾒があります。実際に
⾏きたくなった、という感想もありました。
オンラインツアーは毎⽉1回実施予定で、次回は、10⽉24⽇
（⼟）、笠⼭を舞台に催⾏します。ぜひ⼀度、体験してみま
せんか。

萩ジオパークの地域間交流を！
地域連絡会議を開催しました

どこでもジオツアー#05 開催報告

「地球⽬線のまち歩き・萩城下町編〜⻑州藩主と知恵くらべ」

今回、初めての地域連絡会議を⾏い、各地域の代表
（今回は⾏政担当職員）を⼀堂に集め、今後の活動
展開について協議・意⾒交換を⾏いました。主たる
議題は2つで、1つ⽬は情報発信コーナーの設置で
す。各地域にジオパークの⽣きた情報発信を⾏うス
ペースをつくり地域の⼈と来訪者の交流空間を創り
ます。そして、各地の情報発信コーナーを繋ぐスタ
ンプラリーなども検討中です。2つ⽬は、地域間交
流ジオツアーづくりです。これから地域間交流を⽬
的に各地の特⾊あるジオツアーをつくり、他の地域
がそのツアーを体験するというものです。コロナ禍
での地域内に限定した交流ツアーから始まり、収束
後は外からのお客様を楽しませるツアーにしていく
ための⾜掛かりとして、また、地域のガイド⼈材育
成という機能も狙っています。
この連絡会議は今後も定期的に⾏い、各地の活動に
ついて情報共有し、切磋琢磨しながら地域間連携の
強化を図り、発展していくことを期待しています。

出発前、緊張のひと時

だいぶ画⾓に慣れました

9/19

地域内の活発な交流に向け、地域の
ジオパーク担当者が意⾒交換

9/24



10月の予定 - Information -
○ geoとも（萩ジオ友の会）定例会「ジオ探訪」 10月17日（土）8：30～17：00 集合場所：JR東萩駅 内
容：ジオ列車で往復する北浦海岸～三見・江崎の海岸巡り～ 参加費:実費 主催：geoとも 問合せ：geoとも
西嶋（0838-26-6123）
●【オンラインガイドツアー】『どこでもジオツアー』＃06「小さな火山探検隊」 10月24日（日）10：00
～11：30 内容：オンライン会議ツール「Zoom」を使って行うオンラインツアー 参加費：3,500円（プレミ
アムプラン､10名）、2,000円（ベーシックプラン、50名）申込：チケット通販サイト「PassMarket」からクレ
ジット決済 販売期間：10/1～10/19 主催：萩ジオツーリズム協会 問合せ：萩ジオパーク推進協議会
（0838-21-7765）
●【萩ジオツアー】『○○さんに会いに行こう』「萩焼作家さんに会いに行こう」 10月31日（土）13：30～
15：30 集合場所：東光寺山門前 内容：萩焼作家さんの目を通して、大地と人のつながりを感じるツアー
参加費:4,500円（ガイド料・お茶代・保険代） 定員：15名（先着順、最少催行5名） 主催・申込：萩ジオ
パーク推進協議会（0838-21-7765）

// 10/31（⼟）開催！//
プレミアムなジオツアー「○○さんに会いに⾏こう」

萩ジオeアカデミー受講⽅法
今年度の萩ジオアカデミーはオンラインで⾏います（コンテンツ内容・講師陣は協議会
だよりVol.64を参照）。受講するには、オンライン決済サービスのPassMarket特設ペー
ジ（https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/01py7q1180azc.html）から
申し込んでください。

●受講料は1コンテンツあたり500円、全12コンテンツを⼀括で申し込む場合は5,000円です。
●決済⽅法は、クレジットカードもしくはコンビニ決済となります。
●動画共有サイト「Vimeo（ヴィメオ）」に、10⽉20⽇から毎週１コンテンツずつアップしますので、ストリーミン
グ視聴してください。申込時に登録したメールへ視聴に必要なURL及びパスワードを送付します。他の⼈に転送はしな
いでください。
※ 令和3年3月末までは、いつでも何回でも視聴できますが、PC等へのダウンロードはできません。１コンテンツのサ
イズは500MB程度で容量が大きく、通信料がかかりますので、WiFi環境での視聴をお勧めします。不明な点は、萩ジ
オパーク推進協議会事務局（0838-21-7765）までお問合せください。

昨今のコロナ禍で⾃粛していたツアーイベント。いよいよ解禁です！
農家さん、漁師さん、萩焼作家さん…。きっと同じ場所でも違った景
⾊を⾒ているはず。彼らは萩の⼤地とどう向き合って、どう暮らして
いるのでしょう。実際に会いに⾏って、その“⼼”に触れてみませんか？
いろいろな職業の⼈に出会うプレミアムなツアー「○○さんに会いに
⾏こう」。今回は「萩焼作家さんに会いに⾏こう」です。
400年以上の歴史を持つ⼯芸品「萩焼」。その伝統を受け継ぐ萩焼作家
さんは、この地をどう感じて、どう暮らしているのでしょう。萩焼の
はじまりの窯「坂⾼麗左衛⾨窯」の若き萩焼作家・坂悠太さんに会い
に⾏くまち歩きツアー。
ナビゲーターは萩ジオパーク専⾨員・⽩井孝明が務めます。

開催⽇時：10⽉31⽇（⼟）13:00〜15:30
集合場所：東光寺総⾨前（萩市椿東1647）
参加費：4,500円（保険料含む）
定員：5〜15名（先着順。開催⽇の７⽇前までに電話で申し込みを）
申し込み・問い合わせ先：萩ジオパーク推進協議会 0838-21-7765
・歩きやすい服装でどうぞ。
・⼩⾬決⾏、荒天中⽌（当⽇の天気にて判断いたします）
・マスク着⽤でお願いします。ガイドも着⽤します。受付時に検温させていただきます。



稼働していたのが桜郷（さくらごう）鉱⼭で、奈
良時代から約1200年もの間稼⾏されていました。
昭和38年に宇部興産が操業を取りやめて、廃坑と
なりました。秋吉地域の⻑登（ながのぼり）銅⼭
同様に、奈良の⼤仏を造るために、銅を供給した
り、⻑府や⼭⼝鋳銭司（すぜんじ）にあった鋳銭
所（ちゅうせんしょ）へ銅銭の原料も供給してい
たようです。銅⼭で栄えていたころは、⼈⼝も多
く、「⼈がぞよめき、賑やかな様⼦」が蔵⽬喜の
名前の起源だとも⾔われています。⽇本の地名辞
典では、蔵⽬喜という地名は阿東地区にだけ知ら
れているので、⽇本でも貴重な地名ということに
なります。

今回は、蔵⽬喜地区につ
いてお話します。蔵⽬喜
は、⼭⼝市阿東町（旧⽣雲
｟いくも｠村）にある地区
です。蔵⽬喜は、「ぞうめ
き」と読みます。江⼾時代
初期までは、鉛⼭村・銅
（あかがね）村・⼤⼭村に

⽯灰岩は、今から約1億年前のマグマ活動に
よって、⽯が変化して、銅の鉱⼭が出来ました。
その銅を採掘していたのが、蔵⽬喜銅⼭です。先
ほど述べたように、蔵⽬喜村の古い名前が鉛⼭村
や銅村だったのは、銅の採掘に由来しているので
すね。蔵⽬喜銅⼭は、単⼀の銅⼭ではなく、沢⼭
の⼩規模鉱⼭の集まりでした。その中⼼として稼

分かれていましたが、三村をまとめて蔵⽬喜村と
なったそうです。蔵⽬喜は、前回お話した萩市半
⽥地区の２kmほど東に位置していて、半⽥地区
と同じように今から約3億から2.6億年前に形成さ
れた⽯灰岩が分布しています。そう、秋吉⽯灰岩
と同じ頃に出来た⽯灰岩です。半⽥地区の⽯灰岩
より、少し⼤きいです。この⽯灰岩は、やや結晶
質なので、化⽯の産出は少ないのですが、これま
でに⽯炭紀とペルム紀の紡錘⾍（ぼうすいちゅ
う）化⽯などが⾒つかっています。そしてつい最
近、広島⼤学の児⼦修司（にこしゅうじ）⽒と秋
吉台科学博物館の藤川将之（まさゆき）⽒が、今
から約3億年前の床板サンゴの新種の化⽯を発⾒
しました。これは蔵⽬喜地区の⽯灰岩から発⾒さ
れたはじめてのサンゴ化⽯になります。

⽇本シームレス地質図V2 
(産業技術総合研究所地質調査所編)

令和3年5⽉9⽇まで秋吉台科学博物館に展⽰中
(秋吉第科学博物館HPより)

現在は、「桜郷銅⼭跡農村公園」として整備され
ており、公園内には、蔵⽬喜歴史⺠俗資料室があ
ります。ここでは銅⼭の採鉱や精錬に関する様々
な展⽰があります。散策路が整備されており、登
⼭やハイキングなどにも利⽤されています。銅を
採掘した露天掘り跡などを⾒ながら、歴史を感じ
る散策が1時間ほどでできます。散策路の⼊⼝に
は、⾵⽳があります。笠⼭など、⽕⼭地域にはよ
く知られている⾵⽳ですが、ここの⾵⽳は⽯灰岩
の中にできた採掘坑跡から吹き出しているようで
す。その涼しい⾵は、本当に気持ちが良いです。

さて、「がんばれ半⽥くん！」は、萩ジオパーク
の主要なジオサイト巡りを終えました。来⽉号か
ら、新企画・新シリーズを展開します。どんなシ
リーズだって？それは秘密です！だって、まだ考
えてないんだも〜ん…。お楽しみに〜！




